
 

令和 7 年 9 ⽉ 1 ⽇ 
 

令 和 7 年 度  岩 垂 育 英 会  ⼤ 学 院 ⽣ 海 外 発 表 ⽀ 援  募 集 要 項  
 
 
1. ⼤学院⽣海外発表⽀援事業の⽬的  

本育英会は 60 年近くにわたり、⻭科基礎分野の研究に従事する⼤学院⽣への奨学⽀援
を通して、育英会創設の命題である⻭科基礎医学研究者の育成に努めてきた。本⽀援は本
年度より新たに開始する事業で、将来有望な⻭科基礎系⼤学院⽣のグローバルな活躍に
向けて、海外で開催される国際学会における成果発表の奨励と⽀援を⽬的とする。具体的
には，⽣命科学、特に⻭科基礎医学の研究に従事する⼤学院⽣で、国際学会等に研究発表
で参加するものに対してその所要経費（旅費、学会参加費、演題登録費）の⼀部または、
全額の⽀援を⾏う。 

 
2. 応募資格 

国⽴・公⽴・私⽴各⼤学院⻭学、医⻭学総合、医⻭薬学総合研究科等の博⼠課程に在学
し、⻭科基礎医学分野の研究に従事する⼤学院⽣で、学業・⼈物ともに優秀かつ健康であ
り、研究成果の発表のために海外で開催される国際学会等に参加する予定の者。 

 
※ 他の財団等からの奨励⾦などの別⽀援と併⽤する場合、別⽀援がカバーしない

参加費を対象とします。なお、別⽀援が併⽤を認めない場合がございます。併⽤
の可否については申請前に所属⼤学院の事務にご確認下さい。 

 
3. 募集⼈員・⽀援⾦額・応募期限 

募集⼈員 2 名程度 
⽀援⾦額 旅費、宿泊費、参加費の実費を⽀援し、上限を 200,000 円とする。 
応募期間 

前期 (4 ⽉〜9 ⽉) 応募分： 
令和 7 (2025) 年 4 ⽉ 1 ⽇ (⽕) 〜 令和 7 (2025) 年 6 ⽉ 13 ⽇ (⾦) <必着> 

後期 (10 ⽉〜3 ⽉) 応募分： 
令和 7 (2025) 年 9 ⽉ 1 ⽇ (⽉) 〜 令和 7 (2025) 年 11 ⽉ 4 ⽇ (⽕) <必着> 

 
4. 応募⼿続 

(1) 提出書類 
1. 海外発表⽀援申請書 (様式 1) 
2. ⼤学院研究科⻑の在学証明書 (様式 2)・指導教員の推薦書 (様式 2) 
3. 参加する学会等のパンプレットまたはホームページの写し（学会等名・開催地・開

催⽇の記載された部分） 
(2) 書類送付先： ⼀般財団法⼈ 岩垂育英会 (⼤阪オフィス) 

※ 様式は、岩垂育英会HPよりダウンロードして下さい。 
https://www.dent.osaka-u.ac.jp/pharm/index-html/iwadare-top



 

 
※ 提出書類は返却いたしません。個⼈情報保護のため⼀定期間を過ぎれば適切に
廃棄いたします。 

※ 応募は⼤学院事務からの郵送のみ受け付けます。奨学⽣の願書等と取りまとめ
の上、書留など確実に受領が確認できる⽅法で送付して下さい｡ 

 
5. 採否の決定と通知 

本会の選考委員会において審議の上、その採否を決定し８⽉中旬ごろ (前期分) あるい
は 11 ⽉中旬ごろ (後期分) に貴⼤学院の事務を経由して通知します。 

 
6. ⽀援⾦の交付⼿続き 

⼤学院⽣海外発表⽀援に採択された⽅は、採択時に学会等での発表を終えている⽅は
速やかに、採択後に学会等で発表される⽅は発表参加後 1 ヶ⽉以内に、所定の交付申請
書（様式 3）を作成し、学会プログラム (表紙とタイムテーブルあるいは要旨など申請者
の演題発表が分かる⾴)、参加証の写し、学会参加費および航空運賃の領収書の写しを合
わせて事務局宛にメール添付にてお送りください。⽀援⾦の交付は交付申請書（様式 3）
の提出後とし、⽀援対象者の在籍する⼤学指定のゆうちょ銀⾏の総合⼝座へ振込みいた
します。なお、どうしてもゆうちょ銀⾏への振込みが困難な状況などございましたら、事
務局までご相談ください。 

 
7. 学会発表についての報告書の提出 

学会発表報告書として「発表・参加を通して得たこと」を A4 ⽤紙 2⾴で作成し、可能
であれば、ご⾃⾝の発表の様⼦など写真を数枚添えてご提出ください。 

 
8. その他 

不明な点がありましたら本会⼤阪オフィスまで直接お問い合わせ下さい。また、この内
容は⼀般財団法⼈ 岩垂育英会のホームページにも掲載しています。 

(https://www.dent.osaka-u.ac.jp/pharm/index-html/iwadare-top) 

 
 

⼀般財団法⼈ 岩垂育英会（⼤阪オフィス） 
〒565-0871 ⼤阪府吹⽥市⼭⽥丘 1-8 
⼤阪⼤学⼤学院⻭学研究科 薬理学講座 内 

 

 


